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編 集 後 記
新型コロナの第8波がピークであった2023年1月に2022年度の紀要編集委員会が招集
されました。対面の委員会開催はこの1回のみでしたが今年も紀要を発刊することができ
ました。委員会の皆様が献身的に働いてくださった努力の結晶である分厚いゲラ刷りが、
編集委員長２年目の私の目の前に届いています。
昨年紀要の編集後記には時事ネタとしてウクライナ戦争について触れましたが、まさか
1年経過した今でも続いていようとは予想していませんでした。欧米諸国はロシアの国力
がとことん疲弊するまで戦争を止めさせないつもりなのでしょう。1年後の今頃には戦争
は終結しているでしょうか。プーチン政権は存続しているでしょうか。そもそもロシア連
邦が存在しているのでしょうか。興味は尽きません。
最後になりましたが、原稿を執筆いただきました各部門の方々、原稿の回収・校正をして
くださった編集委員の方々、ご尽力ありがとうございました。今後の関係各位のご健勝と
愛生会の発展を祈念致します。　
 2023年5月　

編集委員長 小栗　彰彦

委 員 長
委 員

事 務 局

アドバイザー

小栗　彰彦
八木寿恵一
丹羽　康子
権田　吉儀
嶋津誠一郎
池田　道代
清水　真介
岩根　篤志
石河　優典
林 　 琢 磨
長谷川祐太
大鹿　和哉
大場　功雄
片岡　祐司
山口　洋介

総合上飯田第一病院
総合上飯田第一病院
上飯田リハビリテーション病院
上飯田クリニック
介護福祉事業部
愛生会看護専門学校
総合上飯田第一病院
総合上飯田第一病院
上飯田リハビリテーション病院
本部　医療介護紹介センター
本部　情報戦略室
本部　総務部
本部　総務部
社会医療法人　愛生会
総合上飯田第一病院

副院長
事務長
事務長
事務長
副部長
事務長
管理師長
庶務課主任
主任
係長
主任補
運輸課課長
総務課課長
理事長
院長

編集委員（2022年紀要委員会）

社会医療法人愛生会２０２２年紀要
（第１６巻）

２０２３年６月 ５日　印刷
２０２３年６月１２日　発行

社会医療法人　愛生会
愛知県名古屋市北区上飯田通２－３７
〒462-0808　電　話 （052）914－7071（代表）

F A X （052）991－3543

印　刷　東洋プリディア株式会社
 名古屋市北区八龍町１－２５－２
 電  話 （052）914－9111

〈 理 念 〉

「信頼され愛される病院」
・私たちは､「安心・安全の医療と介護」で地域に貢献します
・私たちは、「地域の救急医療」に貢献します
・私たちは、「地域と共に、人と共に」の心を大切にします
・私たちは、「全職員とその家族の健康」を大切にします

CMYK



浅井 川上史 奥村 浅井 毛利

私たちの愛生会は昭和26年に設立して以来、今年で72年となります。これだけの永きに
わたり、私たちが医療と介護で活動できたのも、すべて患者さんや利用者様、そして多くの
職員のおかげと考えています。本当に、心より感謝を申し上げます。

さて、愛生会は令和4年10月1日より、今までのあいせいデイサービスセンターの建物を
転換し、医療依存度の高い利用者さんで長期宿泊も可能な看護多機能居宅辻本通りを新規
開設しました。これは、医療と介護を必要とされる多くの利用者さんから、喀痰吸引を含め
た看護サービスが受けられる宿泊施設のニーズが高まったためです。ぜひ、地域の高齢者
の多くの皆様にご利用していただければと期待しています。そして、この「上飯田タウン」
が、高齢者の皆様にとって、医療や介護の心配のない安心で安全な住みやすい平和な街と
なることを願っています。 

2023年5月19日より23日までG7サミットが開催されました。世界から核の廃絶をする
ために、今私たちに何ができるのか。核の脅威で他国から国土を奪おうとするロシア、中
国、そして北朝鮮などの覇権主義国家を、いかに止めるのか。そのようなことを、考えさせ
られる会議であったと思います。また驚いたことに、ロシアより現在も攻撃を受けている
ウクライナのゼレンスキー大統領が、直にG７サミットで演説されたことです。「戦争が石
に影を残すのは歴史の中だけになるように、それらが見られるのは博物館だけになるよう
に、世界の誰もが可能な限りのことをしなければならない。」これは、原爆記念資料館にあ
る、爆心地付近にあった銀行の入り口の階段を切り出した石のことで、逃げる間もなくそ
の場で亡くなった「人影の石」を念頭にしたものです。また大統領は広島市街に多くのウク
ライナ国旗を目にして、「ウクライナ国旗があるということは、そこに自由や生命、私たち
への強い思いがある証拠」と、日本や日本国民、そして岸田首相に丁重な謝意を綴りまし
た。 
なかには、今回のG７サミットが中途半端だと批評するひとも、いるかもしれませんが、
G７が世界に向かって、核廃絶と覇権主義に反対すると強く訴えたことの意義は計り知れ
ないものと思います。 

さて日本では、コロナの感染拡大もほぼ終息し、平和を取り戻したかに見えます。しか
し、ウクライナでは今もロシアによる侵略戦争は続いています。私たちも可能な限りの努
力で、この戦争を止めることが必要だと痛感しています。

医療と介護を通して、地域の人たちの健康と福祉に貢献すること、さらには世界の平和
の一助となれるよう、愛生会職員は引き続き邁進します。皆さまのご支援をどうぞよろし
くお願い申し上げます。  

　令和5年5月

ご あ い さ つ

理事長　片岡　祐司
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毛利 毛利 ひぐち

昭和22年
昭和26年 4月
昭和30年 9月
昭和34年 5月
昭和37年 3月
昭和40年 6月

昭和43年 3月
 8月
昭和48年 11月
昭和49年 3月
昭和50年 8月
昭和53年 3月
昭和57年 3月
昭和60年 10月
昭和62年 4月
 4月
 4月
 7月
平成2年 4月

 5月
 6月
平成3年 6月
平成7年 6月
平成8年 4月
 11月
平成9年 7月
平成11年 12月

平成13年 4月
 4月
 
 12月
平成14年 6月

 12月
平成16年 11月

 12月

平成17年 4月

 6月

上飯田第一医院開設

名古屋市北区上飯田通に医療法人愛生会 上飯田第一病院開設(20床)

名古屋市昭和区天日町に八事好徳病院開設(75床)

上飯田第一病院看護婦寮(鉄筋4階)完成

上飯田第一病院本館(鉄筋3階)完成(106床)

八事好徳病院を閉鎖し名古屋市北区楠町味鋺如意五反田に
楠第一病院として新築移転開設(125床)

名古屋市北区上飯田北町に上飯田第一病院新病棟開設(211床)

楠第一病院5、6階増築完成(245床)

上飯田第一病院(鉄筋7階)新築移転(205床)

旧上飯田第一病院を改築し人工透析部(20床)を設置

楠第一病院を医療法人楠会として分離

上飯田第一病院職員単身寮若草苑新築(鉄筋4階)

名古屋市北区上飯田北町に若草苑を改築し上飯田第二病院を開設(50床)

上飯田第二病院増築完成(71床)

人工透析部を上飯田第一病院附属上飯田クリニックとして分離し開設(19床)

上飯田第一病院増床(225床)

名古屋市北区五反田町に愛生会看護専門学校を開校

上飯田第二病院増床(100床)

名古屋市北区五反田町に
社会福祉法人愛生福祉会特別養護老人ホーム愛生苑開設(定員100名)

上飯田第一病院増改築完成

名古屋市北区上飯田北町に上飯田クリニック新築移転

上飯田第一病院を総合上飯田第一病院に名称変更

上飯田第二病院を療養型病床群として増改築(90床)

名古屋市北区上飯田通に愛生訪問看護ステーション開設

上飯田第二病院を全病床長期療養型病床群へ移行

上飯田第二病院4Fにリハビリ室増設

医療法人愛生会上飯田第二病院 財団法人日本医療機能評価機構 認定取得
（療養病院＜Ver.3.1＞）

介護保険施行に伴い上飯田第二病院全床医療型療養病床とする

上飯田第二病院にて回復期リハビリテーション病棟新設
(療養45床、回復期リハビリテーション45床)

総合上飯田第一病院新病棟(南館入院棟)完成(225床)

上飯田第二病院を回復期リハビリテーション病棟へ移行
(全床回復期リハビリテーション90床)

総合上飯田第一病院北館(外来棟)改修工事完了

名古屋市北区上飯田通に あいせいデイサービスセンター開設

医療法人愛生会上飯田第二病院 財団法人日本医療機能評価機構 認定更新
（療養病院＜Ver.4.0＞）

愛生居宅介護支援事業所を総合上飯田第一病院内から
上飯田通沿いのCKビルに移転再開

総合上飯田第一病院から医療法人愛生会総合上飯田第一病院に名称変更
上飯田第二病院から医療法人愛生会上飯田リハビリテーション病院に名称変更
上飯田クリニックから医療法人愛生会上飯田クリニックに名称変更

昭和22年頃（法人設立前の診療所） 昭和26年頃

昭和37年頃

昭和48年頃

平成13年

平成18年 2月

 4月

 4月

平成20年 9月

平成21年 12月

 12月

平成22年 1月

 1月

平成23年 1月

 2月

 5月

平成24年 6月

 7月

 9月

平成25年 1月

 3月

 6月

 7月

平成26年 4月

 10月

 10月

 12月

平成28年 1月

 2月

平成31年 2月

令和1年 12月

令和2年 4月

令和4年 6月

 10月

医療法人愛生会総合上飯田第一病院 財団法人日本医療機能評価機構 認定取得
（一般病院＜Ver.4.0＞）

医療法人愛生会総合上飯田第一病院が臨床研修病院の指定を受ける

名古屋市北区東部地域包括支援センター開設(名古屋市委託事業)

医療法人愛生会総合上飯田第一病院北館(外来棟)に健診センター開設

医療法人愛生会上飯田リハビリテーション病院
財団法人日本医療機能評価機構 認定更新

医療法人愛生会上飯田リハビリテーション病院 財団法人日本医療機能評価機構 
認定更新（療養病院＜Ver.6.0＞）

医療法人愛生会上飯田リハビリテーション病院増築工事完了

院内託児所を現在の場所に移転

名古屋市北区東部地域包括支援センターから
名古屋市北区東部いきいき支援センターに名称変更

医療法人愛生会総合上飯田第一病院 財団法人日本医療機能評価機構 認定更新
（一般病院＜Ver.6.0＞）

愛生会シンボルマーク「あいちゃん」商標登録完了

医療法人愛生会総合上飯田第一病院南館(入院棟)増築工事完了

医療法人愛生会総合上飯田第一病院南館(入院棟)に腎センター開設

医療法人愛生会上飯田リハビリテーション病院 増床(98床)
医療法人愛生会上飯田クリニック 病床数変更(11床)

医療法人愛生会総合上飯田第一病院南館(入院棟)増床(230床)
医療法人愛生会上飯田クリニック 病床数変更(6床)

医療法人愛生会総合上飯田第一病院北館(外来棟)に内視鏡センター開設
医療法人愛生会総合上飯田第一病院北館(外来棟)に乳腺センター開設

名古屋市北区東部いきいき支援センター閉鎖

名古屋市北区辻本通にあいせいデイサービスセンター新築移転

社会医療法人に移行

社会医療法人愛生会総合上飯田第一病院南館(入院棟)に地域包括ケア病棟開設
(一般192床、地域包括ケア38床)

名古屋市北区上飯田通にあいせいケアステーション開設

社会医療法人愛生会上飯田リハビリテーション病院 財団法人日本医療機能評価機構 
認定更新（リハビリテーション病院＜3rdG:Ver.1.0＞）

社会医療法人愛生会総合上飯田第一病院南館(入院棟)増床（236床）
（一般196床、地域包括ケア40床）
社会医療法人愛生会上飯田クリニック 病床数変更（0床）

社会医療法人愛生会総合上飯田第一病院 財団法人日本医療機能評価機構 認定更新
（一般病院2＜3rdG:Ver.1.1＞）

社会医療法人愛生会が健康経営優良法人（ホワイト500）の認定を受ける

社会医療法人愛生会総合上飯田第一病院南館(入院棟)の地域包括ケア病棟増設
(一般148床、地域包括ケア88床)
社会医療法人愛生会上飯田リハビリテーション病院 財団法人日本医療機能評価機構認定更新
（リハビリテーション病院<3rdG：Ver.2.0>）

名古屋市北区東大曽根町にあいせいケアステーションを移転
名古屋市北区東大曽根町に愛生訪問看護ステーション平安通開設
名古屋市北区東大曽根町に愛生複合型サービスセンター平安通開設
名古屋市北区東大曽根町にこもれびの家平安通開設

あいせいデイサービスセンター閉鎖

名古屋市北区辻本通に愛生複合型サービスセンター辻本通開設

平成24年

平成22年
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毛利 毛利 ひぐち

昭和22年
昭和26年 4月
昭和30年 9月
昭和34年 5月
昭和37年 3月
昭和40年 6月

昭和43年 3月
 8月
昭和48年 11月
昭和49年 3月
昭和50年 8月
昭和53年 3月
昭和57年 3月
昭和60年 10月
昭和62年 4月
 4月
 4月
 7月
平成2年 4月

 5月
 6月
平成3年 6月
平成7年 6月
平成8年 4月
 11月
平成9年 7月
平成11年 12月

平成13年 4月
 4月
 
 12月
平成14年 6月

 12月
平成16年 11月

 12月

平成17年 4月

 6月

上飯田第一医院開設

名古屋市北区上飯田通に医療法人愛生会 上飯田第一病院開設(20床)

名古屋市昭和区天日町に八事好徳病院開設(75床)

上飯田第一病院看護婦寮(鉄筋4階)完成

上飯田第一病院本館(鉄筋3階)完成(106床)

八事好徳病院を閉鎖し名古屋市北区楠町味鋺如意五反田に
楠第一病院として新築移転開設(125床)

名古屋市北区上飯田北町に上飯田第一病院新病棟開設(211床)

楠第一病院5、6階増築完成(245床)

上飯田第一病院(鉄筋7階)新築移転(205床)

旧上飯田第一病院を改築し人工透析部(20床)を設置

楠第一病院を医療法人楠会として分離

上飯田第一病院職員単身寮若草苑新築(鉄筋4階)

名古屋市北区上飯田北町に若草苑を改築し上飯田第二病院を開設(50床)

上飯田第二病院増築完成(71床)

人工透析部を上飯田第一病院附属上飯田クリニックとして分離し開設(19床)

上飯田第一病院増床(225床)

名古屋市北区五反田町に愛生会看護専門学校を開校

上飯田第二病院増床(100床)

名古屋市北区五反田町に
社会福祉法人愛生福祉会特別養護老人ホーム愛生苑開設(定員100名)

上飯田第一病院増改築完成

名古屋市北区上飯田北町に上飯田クリニック新築移転

上飯田第一病院を総合上飯田第一病院に名称変更

上飯田第二病院を療養型病床群として増改築(90床)

名古屋市北区上飯田通に愛生訪問看護ステーション開設

上飯田第二病院を全病床長期療養型病床群へ移行

上飯田第二病院4Fにリハビリ室増設

医療法人愛生会上飯田第二病院 財団法人日本医療機能評価機構 認定取得
（療養病院＜Ver.3.1＞）

介護保険施行に伴い上飯田第二病院全床医療型療養病床とする

上飯田第二病院にて回復期リハビリテーション病棟新設
(療養45床、回復期リハビリテーション45床)

総合上飯田第一病院新病棟(南館入院棟)完成(225床)

上飯田第二病院を回復期リハビリテーション病棟へ移行
(全床回復期リハビリテーション90床)

総合上飯田第一病院北館(外来棟)改修工事完了

名古屋市北区上飯田通に あいせいデイサービスセンター開設

医療法人愛生会上飯田第二病院 財団法人日本医療機能評価機構 認定更新
（療養病院＜Ver.4.0＞）

愛生居宅介護支援事業所を総合上飯田第一病院内から
上飯田通沿いのCKビルに移転再開

総合上飯田第一病院から医療法人愛生会総合上飯田第一病院に名称変更
上飯田第二病院から医療法人愛生会上飯田リハビリテーション病院に名称変更
上飯田クリニックから医療法人愛生会上飯田クリニックに名称変更

昭和22年頃（法人設立前の診療所） 昭和26年頃

昭和37年頃

昭和48年頃

平成13年

平成18年 2月

 4月

 4月

平成20年 9月

平成21年 12月

 12月

平成22年 1月

 1月

平成23年 1月

 2月

 5月

平成24年 6月

 7月

 9月

平成25年 1月

 3月

 6月

 7月

平成26年 4月

 10月

 10月

 12月

平成28年 1月

 2月

平成31年 2月

令和1年 12月

令和2年 4月

令和4年 6月

 10月

医療法人愛生会総合上飯田第一病院 財団法人日本医療機能評価機構 認定取得
（一般病院＜Ver.4.0＞）

医療法人愛生会総合上飯田第一病院が臨床研修病院の指定を受ける

名古屋市北区東部地域包括支援センター開設(名古屋市委託事業)

医療法人愛生会総合上飯田第一病院北館(外来棟)に健診センター開設

医療法人愛生会上飯田リハビリテーション病院
財団法人日本医療機能評価機構 認定更新

医療法人愛生会上飯田リハビリテーション病院 財団法人日本医療機能評価機構 
認定更新（療養病院＜Ver.6.0＞）

医療法人愛生会上飯田リハビリテーション病院増築工事完了

院内託児所を現在の場所に移転

名古屋市北区東部地域包括支援センターから
名古屋市北区東部いきいき支援センターに名称変更

医療法人愛生会総合上飯田第一病院 財団法人日本医療機能評価機構 認定更新
（一般病院＜Ver.6.0＞）

愛生会シンボルマーク「あいちゃん」商標登録完了

医療法人愛生会総合上飯田第一病院南館(入院棟)増築工事完了

医療法人愛生会総合上飯田第一病院南館(入院棟)に腎センター開設

医療法人愛生会上飯田リハビリテーション病院 増床(98床)
医療法人愛生会上飯田クリニック 病床数変更(11床)

医療法人愛生会総合上飯田第一病院南館(入院棟)増床(230床)
医療法人愛生会上飯田クリニック 病床数変更(6床)

医療法人愛生会総合上飯田第一病院北館(外来棟)に内視鏡センター開設
医療法人愛生会総合上飯田第一病院北館(外来棟)に乳腺センター開設

名古屋市北区東部いきいき支援センター閉鎖

名古屋市北区辻本通にあいせいデイサービスセンター新築移転

社会医療法人に移行

社会医療法人愛生会総合上飯田第一病院南館(入院棟)に地域包括ケア病棟開設
(一般192床、地域包括ケア38床)

名古屋市北区上飯田通にあいせいケアステーション開設

社会医療法人愛生会上飯田リハビリテーション病院 財団法人日本医療機能評価機構 
認定更新（リハビリテーション病院＜3rdG:Ver.1.0＞）

社会医療法人愛生会総合上飯田第一病院南館(入院棟)増床（236床）
（一般196床、地域包括ケア40床）
社会医療法人愛生会上飯田クリニック 病床数変更（0床）

社会医療法人愛生会総合上飯田第一病院 財団法人日本医療機能評価機構 認定更新
（一般病院2＜3rdG:Ver.1.1＞）

社会医療法人愛生会が健康経営優良法人（ホワイト500）の認定を受ける

社会医療法人愛生会総合上飯田第一病院南館(入院棟)の地域包括ケア病棟増設
(一般148床、地域包括ケア88床)
社会医療法人愛生会上飯田リハビリテーション病院 財団法人日本医療機能評価機構認定更新
（リハビリテーション病院<3rdG：Ver.2.0>）

名古屋市北区東大曽根町にあいせいケアステーションを移転
名古屋市北区東大曽根町に愛生訪問看護ステーション平安通開設
名古屋市北区東大曽根町に愛生複合型サービスセンター平安通開設
名古屋市北区東大曽根町にこもれびの家平安通開設

あいせいデイサービスセンター閉鎖

名古屋市北区辻本通に愛生複合型サービスセンター辻本通開設

平成24年

平成22年
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法
人
概
要
（
2
0
2
2
年
12
月
1
日
現
在
）

開設者
 社会医療法人　愛生会

●理事長	 片岡　祐司
●郵便番号	 462-0808
●所在地	 名古屋市北区上飯田通2丁目37番地
●電話番号	 052-914-7071
●ホームページアドレス	 http://www.aiseikai-hc.or.jp

急性期医療（一般病棟、地域包括ケア病棟）
 社会医療法人愛生会
総合上飯田第一病院

●院長	 山口　洋介	
●郵便番号	 462-0802
●所在地	 名古屋市北区上飯田北町2丁目70番地	
●電話番号	 052-991-3111
●ホームページアドレス	 http://www.kamiiida-hp.jp
●職員数	 820名
	 （常勤医師55名、看護師246名、准看護師6名、
	 薬剤師13名、診療放射線技師15名、
	 臨床検査技師16名、臨床工学技士11名、
	 管理栄養士9名、歯科衛生士2名、理学療法士23名、	
	 作業療法士17名、言語聴覚士4名）
●届出病床数　急性期病棟：	148床
　　　　　　　地域包括ケア病棟：	48床
　　　　　　　回復期リハビリテーション病棟：	40床
●DPC医療機関群の種類	 DPC標準病院群
●救急告示病院の告示の有無	 有り
●二次救急医療施設の認定の有無	 有り

●標榜科目	 内科、脳神経内科、呼吸器内科、循環器内科、消化器内科、
糖尿病内科、腎臓内科、小児科、外科、脳神経外科、整形外科、
リハビリテーション科、消化器外科、乳腺外科、
ペインクリニック外科、眼科、耳鼻いんこう科、皮膚科、
泌尿器科、産婦人科、老年精神科、放射線科、麻酔科、
形成外科

●特殊診療	 総合診療科
血管外科

	 健診センター
甲状腺・内分泌センター
乳腺センター
内視鏡センター
消化器センター
人工関節・関節鏡センター
腎センター
緩和ケアセンター
ワクチン外来
ペインクリニック外来
緩和ケア相談外来
乳房形成外来
スポーツ外来
耳鳴・難聴外来
物忘れ評価外来
肝炎治療外来
認知症評価外来
腫瘍外来
脊椎外来
骨粗鬆症評価外来
母乳・育児相談外来

社会医療法人愛生会
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●保険医療機関、公費負担医療機関及びその他の病院の種類
保険医療機関
労災保険指定医療機関
指定自立支援医療機関（精神通院医療）
生活保護法指定医療機関
原子爆弾被害者一般疾病医療取扱医療機関
公害医療機関
母体保護法指定医の配置されている医療機関
臨床研修病院（基幹型）
特定疾患治療研究事業委託医療機関
DPC対象病院
愛知県難病指定医療機関
日本医療機能評価機構認定病院（一般病院2＜3rdG:Ver.1.1＞）
救急病院指定
指定自立支援医療機関（更生医療）
指定小児慢性特定疾病医療機関

●医師の専門性に関する資格の種類	
整形外科専門医　　　　　　　　　4
皮膚科専門医　　　　　　　　　　1
麻酔科専門医　　　　　　　　　　4
眼科専門医　　　　　　　　　　　1
産婦人科専門医　　　　　　　　　1
耳鼻咽喉科専門医　　　　　　　　1
泌尿器科専門医　　　　　　　　　1
形成外科専門医　　　　　　　　　2
総合内科専門医　　　　　　　　　6
外科専門医　　　　　　　　　　　7
肝臓専門医　　　　　　　　　　　1
循環器専門医　　　　　　　　　　2
消化器病専門医　　　　　　　　　3
腎臓専門医　　　　　　　　　　　2
小児科専門医　　　　　　　　　　1
消化器外科専門医　　　　　　　　4
透析専門医　　　　　　　　　　　1
消化器内視鏡専門医　　　　　　　2
神経内科専門医　　　　　　　　　1
リウマチ専門医　　　　　　　　　1
乳腺専門医　　　　　　　　　　　2
熱傷専門医　　　　　　　　　　　1
一般病院連携精神医学専門医　　　1
精神科専門医　　　　　　　　　　1

●施設基準
基本診療料の施設基準

*	一般病棟入院基本料 (急性期一般入院料1)
* 総合入院体制加算3
* 救急医療管理加算
*診療録管理体制加算1
* 医師事務作業補助体制加算1(15対1補助体制加算 )
*25対1急性期看護補助体制加算 (看護補助者5割以上 )
( 夜間100対1急性期看護補助体制加算、夜間看護体制加算 )
* 看護職員夜間12対1配置加算1
* 療養環境加算
*重症者等療養環境特別加算 (個室 )
* 緩和ケア診療加算
*栄養サポートチーム加算
*医療安全対策加算1( 医療安全対策地域連携加算1)
* 感染対策向上加算1( 指導強化加算 )
* 患者サポート体制充実加算
*後発医薬品使用体制加算1
* 病棟薬剤業務実施加算1
* データ提出加算2(200床以上 )
* 入退院支援加算1( 地域連携診療計画加算、総合機能評価加算 )
* 認知症ケア加算1
* せん妄ハイリスク患者ケア加算
*排尿自立支援加算
*地域医療体制確保加算
*地域包括ケア病棟入院料2( 看護職員配置加算、看護職員夜間配置加算、看護補助者配置加算 )
* 回復期リハビリテーション入院料5
* 看護職員処遇改善評価料61
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特掲診療料の施設基準
*糖尿病合併症管理料
*がん性疼痛緩和指導管理料
*がん患者指導管理料	イ
* がん患者指導管理料	ロ
* がん患者指導管理料	ニ
* 外来緩和ケア管理料
*糖尿病透析予防指導管理料 (高度腎機能障害患者指導加算 )
* 小児運動器疾患指導管理料
*婦人科特定疾患治療管理料
*二次性骨折予防継続管理料1
* 二次性骨折予防継続管理料2
* 二次性骨折予防継続管理料3
* 院内トリアージ実施料
*夜間休日救急搬送医学管理料の注3に掲げる救急搬送看護体制加算2
* 外来腫瘍化学療法診察料1
* ニコチン依存症管理料
*がん治療連携指導料
*肝炎インターフェロン治療計画料
*外来排尿自立指導料
*薬剤管理指導料
*医療機器安全管理料1
* 持続血糖測定器加算
	( 間歇注入シリンジポンプと連動する持続血糖測定器を用いる場合 )	
* 持続血糖測定器加算
	( 間歇注入シリンジポンプと連動しない持続血糖測定器を用いる場合 )
*BRCA1/2遺伝子検査
*HPV核酸検出及びHPV核酸検出 (簡易ジェノタイプ判定 )
* 検体検査管理加算 (Ⅰ )( Ⅳ )
* ヘッドアップティルト試験
*皮下連続式グルコース測定
*全視野精密網膜電図
*ロービジョン検査判断料
*コンタクトレンズ検査料1
* 小児食物アレルギー負荷検査
*CT撮影及びMRI 撮影
* 抗悪性腫瘍剤処方管理加算
*外来化学療法加算1
* 無菌製剤処理料
*脳血管疾患等リハビリテーション料 (Ⅰ )
* 運動器リハビリテーション料 (Ⅰ )
* 呼吸器リハビリテーション料 (Ⅰ )
* がん患者リハビリテーション料
*エタノールの局所注入 (甲状腺 )
* エタノールの局所注入 (副甲状腺 )
* 人工腎臓
*導入期加算1
* 透析液水質確保加算及び慢性維持透析濾過加算
*周術期栄養管理実施加算
* 組織拡張器による再建手術 ( 一連につき )( 乳房 ( 再建手術 ) の場合に
		限る。)( 一次再建、二次再建 )
* 緊急整復固定加算及び緊急挿入加算
*骨移植術（軟骨移植術を含む）自家培養軟骨移植術
*椎間板内酵素注入療法
*緑内障手術 (流出路再建術 (眼内法 ))
* 緑内障手術 (緑内障治療用インプラント挿入術 (プレートのあるもの ))
* 緑内障手術 (水晶体再建術併用眼内ドレーン挿入術 )
* 緑内障手術 (濾過胞再建術 (needle 法 ))
* 網膜再建術
*乳がんセンチネルリンパ節加算2及びセンチネルリンパ生検 (単独 )
* ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術 (乳房切除後 )( 一次一期的再建、
		一次二期的再建 )
* ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術
*胃瘻造設術 (内視鏡下胃瘻造設術、腹腔鏡下胃瘻造設術を含む。)
* 輸血管理料Ⅱ
*輸血適正使用加算
*人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算
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* 胃瘻造設時嚥下機能評価加算
*麻酔管理料 (Ⅰ )

*DPC病院医療機関係数
基礎係数　　　　　　　1.0395
機能評価係数Ⅰ　　　　0.3864
機能評価係数Ⅱ　　　　0.1073

実施している先進医療
*多焦点眼内レンズを用いた水晶体再建術

●主な設備
3テスラMRI 装置
128チャンネルマルチスライスCT
80チャンネルマルチスライスCT
骨密度測定装置
血管連続撮影装置
X線 TV装置
ポータブル X線撮影装置
外科用 X線撮影装置 (Cアーム )
デジタルレントゲン撮影装置
遺伝子増幅検出装置
生化学自動分析装置
血液ガス分析装置
超音波診断装置
超音波診断装置 (4D)
簡易型睡眠時無呼吸検査装置
免疫自動分析装置
肺機能検査機器
脳波計
筋電図・誘発電位検査装置
心電計
血管機能検査装置
ホルター心電図
全自動総合血液学分析装置
血液型分析装置
乳房X線撮影装置（デジタルマンモグラフィ）
乳癌診断装置（マンモト―ム）
乳腺バイオプシー装置
頭部冷却装置
アレキサンドライトレーザー
ルビーレーザー
画像伝送システム
手術室透視装置
人工呼吸管理装置
全病室医療配管設備
腹腔鏡下手術装置

超音波破砕吸引装置
カプセル内視鏡システム大腸
カプセル内視鏡システム小腸
経鼻（細径）内視鏡
超音波内視鏡
NBI 内視鏡
拡大内視鏡
内視鏡用炭酸ガス送気装置
レーザー光凝固装置
硝子体手術装置
白内障手術装置
光干渉断層計
走査型レーザー検眼鏡
光力学装置
多用途透析監視装置
生体情報モニタ
トレッドミル
反重力トレッドミル（アルター ･ジー）
エルゴメーター
自動間欠牽引装置
電気刺激装置
パワープレート
CPM
関節鏡システム
手術用顕微鏡 (眼科・脳外 )
全身麻酔装置
筋弛緩モニター
電気メス
キューサー
輸液ポンプ
輸血ポンプ
シリンジポンプ
低圧持続吸引機
自動体外式除細動器（AED）
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回復期医療（回復期リハビリテーション病棟）
 社会医療法人愛生会
上飯田リハビリテーション病院

●院長	 水野　正昇
●郵便番号	 462-0802
●所在地	 名古屋市北区上飯田北町３丁目５７番地
●電話番号	 052-916-3681
●ホームページアドレス	 http://kami2-hp.jp
●電子メールアドレス	 kami2@kamiiida-hp.jp
●職員数	 193名
	 （常勤医師6名、看護師53名、准看護師5名、介護士27名、薬剤師2名、
	 診療放射線技師1名、管理栄養士2名、理学療法士34名、作業療法士27名
	 言語聴覚士12名、社会福祉士3名）
●届出病床数	 98床
●標榜科目	 リハビリテーション科、内科、神経内科
●施設基準
基本診療料の施設基準
	 回復期リハビリテーション病棟入院料1（体制強化加算1）
	 患者サポート体制充実加算
	 認知症ケア加算2
	 入退院支援加算1（地域連携診療計画加算）（入退院支援加算）（入院時支援加算）
	 入院時食事療養費（Ⅰ）
	 診療録管理体制加算1
	 データ提出加算2　ロ (200床未満 )
	 医療安全対策加算2

特掲診療料の施設基準
	 電子的診療情報評価料
	 脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ）
	 運動器リハビリテーション料（Ⅰ）
	 在宅時医学総合管理料
	 二次性骨折予防継続管理料2
●保険医療機関、公費負担医療機関及びその他の病院の種類
	 保険医療機関
	 労災保険指定医療機関
	 生活保護法指定医療機関
	 結核指定医療機関
	 原子爆弾被害者一般疾病医療取扱医療機関
	 愛知県難病指定医療機関
	 日本医療機能評価機構認定病院（3rdG：Ver.2.0）
	 日本リハビリテーション医学会研修施設
●医師の専門性に関する資格の種類
	 リハビリテーション科専門医	 1
	 整形外科専門医	 3
	 神経内科専門医	 1
	 回復期リハビリテーション病棟専従医師	 6
●介護保険サービス
	 通所リハビリテーション
	 介護予防通所リハビリテーション
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●介護保険体制、加算他
	 入浴介助体制
	 送迎体制
	 運動器機能向上体制
	 栄養マネジメント (改善 ) 体制
	 口腔機能向上体制
	 サービス提供体制強化加算
	 短期集中個別リハビリテーション実施加算
	 リハビリテーションマネジメント加算
	 中重度ケア体制加算
	 生活行為向上リハビリテーション実施加算
	 選択的サービス複数実施加算
	 介護職員処遇改善加算
	 サービス提供体制加算
	 ベースアップ等支援加算
	 科学的介護推進体制加算
	 事業所評価加算
	 生活保護指定

慢性期医療（人工血液透析）
 社会医療法人愛生会
上飯田クリニック

●院長	 三浦　直人
●郵便番号	 462-0802
●所在地	 名古屋市北区上飯田北町1丁目76番地
●電話番号	 052-914-3387
●ホームページアドレス	 http://www.aiseikai-hc.or.jp/clinic/
●職員数	 常勤20名　　非常勤35名
●標榜科目	 内科、外科、泌尿器科
●施設基準	 時間外対応加算１
	 脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅲ）
	 運動器リハビリテーション料（Ⅲ）
	 人工腎臓
	 導入期加算１
	 透析液水質確保加算及び慢性維持透析濾過加算
	 下肢末梢動脈疾患指導管理加算
	 酸素の購入単価
●保険医療機関、公費負担医療機関及びその他の病院の種類	

保険医療機関
労災保険指定医療機関
指定自立支援医療機関（更生医療）
生活保護法指定医療機関
愛知県難病指定医療機関

●医師の専門性に関する資格の種類
	 腎臓専門医　　1
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介護福祉事業部
 愛生訪問看護ステーション

●管理者	 七村　裕美子
●郵便番号	 462-0808
●所在地	 名古屋市北区上飯田通2丁目37番地　CKビル1階
●電話番号	 052-991-3210
●ホームページアドレス	 https://www.aiseikai-hc.or.jp/vn-st/
●職員数	 15名
●介護サービスの種類	 訪問看護
	 介護予防訪問看護
●介護保険事業所番号	 2360390013
●体制、加算他	 24時間対応体制加算
	 特別管理加算
	 ターミナルケア体制（看取り介護体制）
	 サービス提供体制強化加算
	 生活保護指定

 あいせいケアステーション
●管理者	 船場　良介
●郵便番号	 462-0823
●所在地	 名古屋市北区東大曽根町上1丁目828番地
●電話番号	 052-991-3152
●ホームページアドレス	 https://www.aiseikai-hc.or.jp/vc-st/
●職員数	 10名
●介護サービスの種類	 訪問介護（身体介護）
	 訪問介護（生活援助）
	 総合事業（予防専門型）
	 総合事業（生活支援型）
	 自費サービス
	 居宅介護
●介護保険事業所番号	 2370303469
●障害福祉事業所番号	 2317301006
●体制、加算他	 特定事業所加算Ⅱ（訪問介護）
	 特定事業所加算Ⅱ（居宅介護）
	 介護職員処遇改善加算Ⅰ
	 介護職員等特定処遇改善加算Ⅰ
	 介護職員等ベースアップ等支援加算
	 生活保護指定
	 登録喀痰吸引等事業所（登録特定行為事業所）（介護保険サービス）
	 登録喀痰吸引等事業所（登録特定行為事業所）（障害福祉サービス）

 愛生居宅介護支援事業所
●管理者	 今枝　敬典
●郵便番号	 462-0808
●所在地	 名古屋市北区上飯田通2丁目37番地　CKビル1階
●電話番号	 052-991-3546
●ホームページアドレス	 https://www.aiseikai-hc.or.jp/caremanager/
●職員数	 9名
●介護サービスの種類	 居宅介護支援
●介護保険事業所番号	 2370300184
●体制、加算他	 特定事業所加算Ⅰ（居宅介護支援）
	 生活保護指定

 愛生訪問看護ステーション平安通
●管理者	 瀧瀬　悠
●郵便番号	 462-0823
●所在地	 名古屋市北区東大曽根町上1丁目828番地
●電話番号	 052-908-8550
●職員数	 10名
●介護サービスの種類	 訪問看護
	 介護予防訪問看護
●介護保険事業者番号	 2360390427
●体制、加算他	 緊急時訪問看護加算
	 特別管理加算Ⅰ・Ⅱ

社会医療法人愛生会

2022年 紀要

12



Aiseikai Healthcare Corporation

	 ターミナル加算
	 退院時共同指導加算
	 生活保護指定

 愛生複合型サービスセンター平安通
●管理者	 石原　友美
●郵便番号	 462-0823
●所在地	 名古屋市北区東大曽根町上１丁目828番地
●電話番号	 052-908-5011
●職員数	 20名
●介護サービスの種類	 看護小規模多機能型居宅介護
●介護保険事業者番号	 2390300388
●体制、加算他	 認知症加算Ⅰ・Ⅱ
	 緊急時訪問看護加算
	 特別管理加算Ⅰ・Ⅱ
	 総合マネジメント体制強化加算
	 ターミナルケア加算
	 退院時共同指導加算
	 訪問体制強化加算
	 サービス提供体制強化加算Ⅲ
	 口腔・栄養スクリーニング加算Ⅰ・Ⅱ
	 栄養アセスメント加算
	 栄養改善加算
	 科学的介護推進体制加算

 こもれびの家平安通
●管理者	 桑村　信子
●郵便番号	 462-0823
●所在地	 名古屋市北区東大曽根町上１丁目828番地
	 ケア複合施設平安通２階
●電話番号	 052-908-1355
●職員数	 14名
●介護サービスの種類	 住宅型有料老人ホーム

 愛生複合型サービスセンター辻本通 
●管理者	 石原　友美
●郵便番号	 462-0861
●所在地	 名古屋市北区辻本通2丁目38番地
●電話番号	 052-938-7871
●職員数	 13名
●介護サービスの種類	 看護小規模多機能型居宅介護
●介護保険事業所番号	 2390300453
●体制、加算他	 認知症加算Ⅰ・Ⅱ
	 緊急時訪問看護加算
	 退院時共同指導加算
	 特別管理加算Ⅰ・Ⅱ
	 総合マネジメント加算
	 処遇・特別改善加算

看護学校
 愛生会看護専門学校

●校長	 小澤　正敏
●郵便番号	 462-0011
●所在地	 名古屋市北区五反田町110番地の1
●電話番号	 052-901-5101
●ホームページアドレス	 https://www.aiseikai-hc.or.jp/ai-kango/
●職員数	 15名
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愛生会の新型コロナウイルス感染症への取り組み

 総合上飯田第一病院 院長　山口　洋介
新型コロナウイルス感染症　～この3年間を振り返って～

2020年の2月頃から始まった新型コロナ感染症は2023年5月8日をもって、5類感染症へと移行しました。
とはいえ、現在も患者数は減ることなく、むしろ少しずつですが増えている状態です。
この3年間を振り返り、コロナ感染症で我々が得たもの、失ったものを私なりに考えてみました。

＜コロナで失ったもの＞
当院ではコロナ病棟を開始するにあたり、コロナで出産数も減ることが予想されていたので産婦人科病棟

をコロナ病棟に転換しました。そのため、そこに従事していた職員の多くが退職しました。また、それに加
えコロナで実習が十分できなかった新入職員の早期離職者が目立つようになりました。感染症の最前線で働
く、看護師が不足して今も採用を継続している状況です。
職員同士の交流がなくなりました。昼食でおしゃべりしたりすることはいまだにNGです。病院外で“飲

みにケーション”もNGでした。新しい仲間づくりができない状況が続き、職員間の繋がりが希薄になった
ように感じます。もちろん、この３年間、歓迎会も送別会もできていません。
患者さんに感染させないために必要以外の会話もしなくなりました。防護服を着て、マスク、ゴーグル状

態での接触では患者さんも辛かったと思います。コロナ前にあった患者さんの笑顔が減った気がします。
コロナで受診控えが起こり、患者数も減り、通常の収益も減りました。

＜コロナで得たもの＞
なんといっても最も大きなものは感染症に対する適応力です。感染に従事する者だけでなく、多くの職

員が感染症に対して対応できるようになりました。また、クラスターに対する対応に関してもしっかりと
した対応が出来るようになりました。次なる新興感染症がやってきても地域医療のため貢献できると信じ
ています。
コロナ病床に関しては急性期病棟の27床を使って、15床で運用しました。満床になったこともありました。

退院支援が滞る症例が多くみられましたが、しっかりと対応でき、その対価としての補助金もいただき、病
院として黒字決算となりました。
また、コロナ感染症によりいろいろな対応力がつきました。行政からの指示に対して瞬時に対応する能力

を得たことも、病院として有難いことでした。
コロナ感染症５類移行後の課題ですが、感染症は終わったわけではありません。どちらかと言えば、行政

からの補助がなくなっただけであると考えます。今まで通り感染対策が必要です。また、コロナ以前を取り
戻すために病病連携、病診連携等を含めた地域包括ケアシステムの強固な構築が必要になります。今まで出
来なかった顔の見える連携に向けて職員一丸となり邁進していきます。
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西暦 元号 月 日 出来事 補足
2022年 令和4年

1月

6日 医療従事者3回目コロナワクチン
接種について（理事長通達）

8日 HP上へ「3回目の新型コロナワクチ
ン接種予約に関するお知らせ」をUP

電話不可、診察室もしく
は医事課受付のみ対応

11日 3回目ワクチン接種に携わる医師
募集について（院長通達）

12日 政府より、医療従事者は濃厚接触者
でも条件を満たせば勤務可能と発表

毎日の陰性確認が
必須

13日
委員会・会議・実習受け入れ・集
合研修について（1/13 ～無期限）
（院長通達）

原則中止、感染管理
が十分である場合は
実施可

14日 職員がコロナ濃厚接触者となった
場合の対応について（理事長通達）

15日 医療従事者3回目コロナワクチン
接種開始

16日 政府より、一般の方の濃厚接触者
の待期期間を短縮すると発表あり

14日間から10日間へ
変更

17日 濃厚接触者の一部職員に対し、就
業前 PCR検査を開始

19日 まん延防止等重点措置発令（1/21
～ 2/13）

愛知を含む1都12県
が対象

26日 HP 上へコロナウイルス感染症の
発生についてUP 職員2名

27日 まん延防止等重点措置対象地域拡大 愛知を含む34都道府
県が対象

2月

4日 コロナ感染・濃厚接触対応につい
て（現時点）（理事長通達） 業務復帰条件の明示

5日 全国での新規陽性者、
初の100,000人超

10日 まん延防止等重点措置期間延長
（～ 3/6）

愛知を含む13都道府
県が対象

13日 一般の方へ3回目コロナワクチン
接種開始

26日 愛生会館2部屋を職員が濃厚接触
者となった場合の住居として使用

3月

5日 まん延防止等重点措置期間延長
（～ 3/21）

愛知を含む18都道府
県が対象

17日 まん延防止等重点措置解除決定
（3/22 ～）

28日 委員会・会議自粛解除（4/1 ～）

4月
18日

職員家族（12～ 17歳含む）及び
新入職、新入学者の3回目コロナ
ワクチン接種について

4/30（土）

22日 ゴールデンウィーク中の発熱・体調
不良時の対応について（院長通達）

5/4（祝）
13：00～ 15：00

6月

7日 HP 上へコロナウイルス感染症の
発生についてUP

職員1名、
入院患者7名

9日 HP 上へコロナウイルス感染症の
発生について（第二報）UP

職員3名、入院患者
11名、合計14名

17日 職員及び職員家族4回目コロナワ
クチン接種について（理事長通達） 毎週木曜

一般の方へ4回目コロナワクチン
接種（院長通達） 7/31（日）、8/21（日）

7月

15日 新型コロナウイルス感染症に関する
報告書の変更について（本部通達）

22日 4回目医療従事者ワクチン接種の
事前調査

23日 全国での新規陽性者、
初の200,000人超

26日 コロナ感染・濃厚接触者対応につ
いて（第七波対応） 復帰条件緩和

8月

3日
新型コロナウイルス感染症に関す
る報告書提出の徹底について（院
長通達）

4日 救急車および救急患者受け入れの
中止
HP 上へ救急車および救急患者受
け入れの中止についてUP
新型コロナ感染対策予防に向けた
協力要請（院長通達）

複数名での会食自粛
（～ 8/21まで）

愛知県 BA.5対策強化宣言発令
（～ 8/21まで）

8日 救急車および救急患者受け入れの
中止を解除

12日 愛知県 BA.5対策強化宣言延長
（～ 8/31まで）

19日 4回目医療従事者ワクチン接種開始

30日 愛知県 BA.5対策強化宣言延長
（～ 9/30まで）

31日 職員及び職員家族ワクチン接種の
実施について（理事長通達） 9/16（金）

9月

1日 HP上へ、来院者の「マスク着用と
手指消毒のお願い」についてUP

7日 政府より、陽性者の自宅療養期間
を短縮すると発表

10日間から7日間へ
変更、愛生会もそれ
に準じた対応に変更

20日 新型コロナウイルス感染症報告書
について（庶務課通達） 記入例の配布

10月 3日 職員及び職員家族の4回目ワクチ
ン接種について（理事長通達）

10/14など9日間、1
日定員54名

西暦 元号 月 日 出来事 補足
2022年 令和4年

10月

3日 4回目一般向け新型コロナワクチ
ン接種の実施について（院長通達） 上記日程に組み込む

4日
HP上へ「4回目の新型コロナワク
チン接種予約に関するお知らせ」
をUP

電話不可、診察室も
しくは医事課受付の
み対応

11月

4日 HP 上へコロナウイルス感染症の
発生についてUP

職員1名、
入院患者2名

9日 5回目職員コロナワクチン接種の
実施について（理事長通達）

12/2など10日間、
1日定員60名

21日 感染症に関する報告書の変更につ
いて（本部総務部通達） 様式の一部変更

12月
5日

HP上へ「5回目の新型コロナワク
チン接種予約に関するお知らせ」
をUP

電話不可、診察室も
しくは医事課受付の
み対応

7日 愛知県医療ひっ迫防止緊急アピー
ル発出 （12/8 ～翌1/15）

2023年 令和5年

1月

12日 愛知県医療ひっ迫防止緊急アピー
ル延長 （1/16 ～ 2/19）

20日 岸田総理大臣が「2類」から「5類」
へ引き下げるよう官僚へ指示

27日 政府より、5/8に「2類」から「5類」
へ引き下げうこと決定したと発表

2月
10日 政府より、3/13からマスクの着用

を個人の判断に委ねると発表
医療機関や混雑した
電車内などでは着用
を推奨

16日 愛知県厳重警戒での感染防止対策
発出 2/20 ～
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 上飯田リハビリテーション病院 院長　水野　正昇
上飯田リハビリテーション病院の取り組み

2019年12月に中国の武漢市に端を発した新型コロナウイルス感染症が世界中に拡散しパンデミックとな
り3年以上が経過し、我が国においても既に8回の流行の波を経験いたしました。
当院では2020年1月から全職員に対して標準予防策の徹底、環境整備の強化、入院患者さまへの面会禁止、

などの新型コロナウイルス感染症に特化した感染予防策を行ってまいりました。
しかし、2020年12月初旬に2名、12月末～ 2021年1月にかけ入院患者さまと職員を合わせて10名の感

染例が確認されました。重症化が危惧される患者さまに対しレムデシベルの点滴や酸素吸入など適切な治療
を行うとともに、名古屋北保健センターに連絡し、新規入院の受け入れと通所リハビリテーションの利用を
停止し、環境の消毒を行い感染拡大防止に努力しました。その後も臨時の感染委員会を頻回に行い、再度の
職員に対する注意喚起、標準予防策の徹底などを行い無事に終息できました。
その後もオミクロン株による第6波が全国的に拡大した2022年1月と第7波の8月、第8波の11月にもクラ

スターが発生しましたが、その都度、感染者の治療と感染拡大防止に努力して無事に終息させることができ
ました。全国的な大規模な感染拡大に伴い新型コロナウイルス感染症が当院に侵入しようとする圧力を痛切
に感じます。
患者さま並びにご家族さまには多大なご迷惑とご心配をおかけしたことをお詫び申し上げます。

今後の課題
　今後も入院患者さまの安全、安心を第一に考え、病院内への新型コロナウイルスの侵入を防止する対策を
高いレベルで行ってまいります。「標準予防策の徹底」と「変異し続ける新型コロナウイルス感染症に適切に
対応し続ける」ことを継続して行うことで安全な医療環境を提供していきたいと考えております。

 上飯田クリニック 院長　三浦　直人
新型コロナウイルス感染症に対する取り組み

2023年２月現在、日本は新型コロナウイルス感染症第７波が収まりきらないうちに、第8番目の感染の波
が押し寄せ、やっとピークを越えようとしている状況です。第8波では新たなタイプの変異株が登場し、感染
者数が非常に多くなりました。軽症・無症状の者が多い一方で、死亡者数が過去最多となっています。その
死亡者の多くは、高齢者や基礎疾患のある人です。全国では2022年９月よりWith コロナに向けた政策とし
て、オミクロン株の「感染しても軽症」という特性を踏まえ、高齢者・重症化リスクのある者への保健医療
の重点化・患者の療養期間の見直しが行われてきました。
このような中で、当クリニックの職員は感染予防対策に努め続けています。患者さんへも患者広報紙「KC

通信」にて、新型コロナウイルス感染症についての情報提供、感染予防対策の徹底を呼び掛けています。また、
ワクチン接種に関して、4回目までは7～ 8割と半数以上の患者さんが接種していますが、5回目の接種はほ
とんど進んでいない状況となっています。
当クリニックでの感染者及び濃厚接触者の透析については、基本的には火木土で臨時の通院枠を準備し、３

階個室（1部屋）で実施しています。2023年1月に感染者が同時期に3名発生した事例がありました。月水金
でも臨時の通院枠を設けたり、時間の調整を行ったりして対応しました。また、感染者の個室での隔離透析解
除については、高感度コロナ抗原検査にて陰性を確認してから行っています。2021年度の当クリニック通院
患者の陽性者は4名、濃厚接触者は9名。2022年度は陽性者13名、濃厚接触者21名となりました。2022年
度の陽性者の内１名は呼吸状態悪化により入院となりましたが無事退院し、現在も当クリニックにて外来透析
を行っています。他の陽性者についてはラゲブリオの投与を行い、軽症のため自宅療養で経過しました。
このように感染予防対策に努め、感染者が出た場合には早急に対応し、個室での隔離透析を行うことによっ

て院内での感染拡大を防ぐことが出来ています。
2023年５月8日より新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置づけについて、政府は、季節性インフ

ルエンザなどと同じ「5類」に移行する方針を正式に決定しました。それに伴い、政府の動向に注視し、当ク
リニックに通院されている患者さんは重症化リスクがあることを考慮したうえで、クリニックでの方針・対
応を検討していくことが今後の課題となります。また、職員・患者ともに引き続き感染予防対策の徹底に努
めていきたいと思います。
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 愛生会看護専門学校
副校長　　校條　英子

新型コロナウイルス感染症に対する取り組み
新型コロナウイルス感染症の影響を受けて3年が経ちました。今年度卒業する学生は、入学時からマスク着

用をしていましたので、同級生の素顔を知らないまま卒業を迎えます。
学校は「学びを止めない」ために、基本的な感染予防対策を講じながら通常のカリキュラムへと戻してい

きました。授業は対面授業を中心とし、感染者や濃厚接触者の自宅待機期間、体調が悪く検査を受ける学生
などは遠隔授業・課題学習を認め、学修の保障をしてまいりました。また看護技術演習は、愛知県看護協会
からハイブリッドシミュレーター「シナリオ」を借り入れ、身体接触をできるだけ少なく、かつリアルな状
況をつくり技術練習をしました。
2022年度の学生感染者は月に1名程度です。8月と1月の感染者は3～ 4名、濃厚接触者は6名と、長期休

みやお正月などのイベント後には若干増えましたが、クラスターの発生なく臨時休校措置をとることはあり
ませんでした。
臨地実習は、実習施設側の感染状況により影響を受けます。臨床現場で計画通り実施できたのは、精神看

護学実習が約30％、小児看護学実習が約60％、老年看護学実習が約65％、在宅看護論実習が約75％、成人・
母性看護学実習は100％でした。法人外の実習施設からのお断りが多く、昨年同様に精神病院と小児病棟の
実習は、学内で行うことが多くなりました。法人内施設では病棟を変更したり、実習受け入れ人数を変更し
たりと柔軟に対応していただけたため、無事全ての実習を終えることができました。
学校行事は、全学年揃って実施することはできませんでしたが、体育大会や日帰り研修旅行、観劇に行く

ことができました。また1年生の宣誓式には2年生が参列し、キャンドルサービスを行う厳かな式を挙行する
ことができました。学生・職員共に笑顔あふれる時間を過ごすことができました。また、地域貢献として、
北区区民まつりや愛知県営名古屋飛行場消火救難総合訓練にボランティア参加をすることができました。
今後も法人内事業所と連携をとりながら、通常の学校生活を送れるように取り組んでまいります。
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